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衆
議
院
議
員
柿
澤
未
途
君
提
出
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

日
本
郵
政
株
式
会
社
（
以
下
「
日
本
郵
政
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
に
よ
り
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
と
認
識
さ
れ
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
ご
と
の
件
数
を
示
す
と
次
の
と
お
り
と
の
こ
と

で
あ
る
。
な
お
、
「
か
つ
て
の
郵
政
行
政
審
議
会
の
業
績
評
価
と
同
様
の
違
反
事
例
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
が
明
ら
か

で
な
い
こ
と
か
ら
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�

郵
便
事
業
株
式
会
社

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
部
内
犯
罪
容
疑
が
四
十
一
件
、
料
金
不
適
正
収
納
が
七
十
八
件
、
記
録
郵
便
物
の
亡
失
が

五
百
八
十
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
十
六
件
、
経
理
遅
延
が
三
十
件
、
平
成
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
部
内
犯
罪
容
疑

が
三
十
九
件
、
料
金
不
適
正
収
納
が
三
十
六
件
、
記
録
郵
便
物
の
亡
失
が
四
百
七
十
七
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
十
件
、

経
理
遅
延
が
十
三
件
で
あ
る
。

�

郵
便
局
株
式
会
社

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
部
内
犯
罪
容
疑
が
五
十
件
、
保
険
商
品
の
不
適
正
募
集
が
四
十
五
件
、
料
金
不
適
正
収
納

一



が
二
十
九
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
百
五
十
件
、
記
録
郵
便
物
の
亡
失
が
二
件
、
経
理
遅
延
が
二
十
七
件
、
平
成
二
十

一
年
度
に
つ
い
て
は
部
内
犯
罪
容
疑
が
三
十
五
件
、
保
険
商
品
の
不
適
正
募
集
が
七
十
五
件
、
料
金
不
適
正
収
納
が
十
六

件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
二
百
十
五
件
、
記
録
郵
便
物
の
亡
失
が
零
件
、
経
理
遅
延
が
二
十
件
で
あ
る
。

�

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
部
内
犯
罪
容
疑
が
二
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
八
十
一
件
、
平
成
二
十
一
年
度
に
つ
い

て
は
部
内
犯
罪
容
疑
が
三
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
五
十
六
件
で
あ
る
。

�

株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
保
険
商
品
の
不
適
正
募
集
が
一
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
三
十
件
、
平
成
二
十
一
年
度

に
つ
い
て
は
保
険
商
品
の
不
適
正
募
集
が
二
件
、
顧
客
情
報
の
漏
え
い
が
六
十
二
件
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
郵
政
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
例
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

日
本
郵
政
に
よ
る
と
、
現
金
管
理
に
関
す
る
部
内
犯
罪
容
疑
の
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
各
社
ご
と
の
件
数
及
び
被
害
額
並
び

に
一
万
円
以
上
の
被
害
額
の
あ
っ
た
事
例
を
示
す
と
次
の
と
お
り
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二



�

郵
便
事
業
株
式
会
社

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
件
数
が
十
一
件
、
被
害
額
が
約
四
百
万
円
、
平
成
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
件
数
が
六
件
、

被
害
額
が
約
五
百
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
一
万
円
以
上
の
被
害
額
の
あ
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
集
荷
代
金
、
つ
り
銭
用
現

金
の
横
領
等
が
あ
る
。

�

郵
便
局
株
式
会
社

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
件
数
が
四
十
件
、
被
害
額
が
約
二
億
七
千
三
百
万
円
、
平
成
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
件

数
が
三
十
三
件
、
被
害
額
が
約
十
八
億
五
千
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
一
万
円
以
上
の
被
害
額
の
あ
っ
た
事
例
と
し
て
は
、

郵
便
料
金
、
金
庫
内
現
金
や
保
険
契
約
に
係
る
保
険
料
の
横
領
等
が
あ
る
。

�

株
式
会
社
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

平
成
二
十
年
度
に
つ
い
て
は
件
数
が
二
件
、
被
害
額
が
約
六
千
九
百
万
円
、
平
成
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
件
数
が
三

件
、
被
害
額
が
約
一
億
五
千
七
百
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
一
万
円
以
上
の
被
害
額
の
あ
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
金
庫
内
現

金
、
預
入
金
や
預
金
者
に
無
断
で
定
額
貯
金
を
担
保
に
し
て
行
わ
れ
た
貸
付
処
理
に
よ
る
貸
付
金
の
横
領
等
が
あ
る
。

な
お
、
日
本
郵
政
及
び
株
式
会
社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
に
つ
い
て
は
、
現
金
管
理
に
関
す
る
部
内
犯
罪
容
疑
は
な
い
と
の
こ

三



と
で
あ
る
。

ま
た
、
現
金
過
不
足
事
故
は
、
平
成
二
十
年
度
は
八
万
千
十
八
件
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
廃
止
前
の
日
本
郵
政
公
社

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
七
号
。
以
下
「
旧
公
社
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
、

平
成
十
九
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
総
務
大
臣
に
よ
る
日
本
郵
政
公
社
に
対
す
る
平
成
十
八
年
度
の
業
績
評
価
の
数
字
と
比
較

し
て
減
少
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
万
全
を
期
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
政
府
と

し
て
も
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
事
案
に
応
じ
て
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
に
対
し
関
係
法
令
に
基
づ

き
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。

な
お
、
「
本
年
三
月
二
十
四
日
に
亀
井
郵
政
改
革
担
当
大
臣
ほ
か
か
ら
示
さ
れ
た
方
針
」
と
は
、
「
郵
政
改
革
に
関
連
す

る
諸
事
項
等
に
つ
い
て
（
談
話
）
」
と
題
す
る
文
書
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
当
該
文
書
に
お
い
て
は
、
「
金
融
二

社
の
窓
口
業
務
を
受
託
す
る
郵
便
局
に
対
す
る
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
は
、
一
般
銀
行
よ
り
緩
和
す
る
」
と
の
記
載
は
な
い
。

五
に
つ
い
て

四



「
郵
便
配
達
員
に
現
金
を
預
け
て
預
金
や
保
険
料
の
支
払
い
を
頼
む
こ
と
」
と
は
、
小
規
模
な
郵
便
局
に
お
い
て
実
施
さ

れ
て
い
た
外
務
職
員
に
よ
る
総
合
担
務
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
旧
公
社
法
第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
十
七
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
総
務
大
臣
に
よ
る
日
本
郵
政
公
社
に
対
す
る
業
績
評
価
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
「
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
多
発
の
温
床
」
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
旨
の
評
価
や
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
万
全
を
期
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
一
般
論
と

し
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
郵
政
事
業
に
お
け
る
国
民
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
郵
政
民
営
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
利
便
性
の

低
下
に
対
処
す
る
こ
と
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

五


